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技術の指導に　関　し　て
－巧　ち　性　と　習　熟－
はじめに
技術の据導に当り，前報のように先づ，それぞれの技
術分析を行って教材の選択，配列を吟味し，更にその技
術の指導を，理論軋法則的に把適したうえで試行，習
熟の過程をとらせるように注意した。即ち，ただ反復練
習の凍み重ねを期待しての技術習得の方法に改善をつと
めた。然し，次に学生個々に着目したとき，学習をはば
むものとして心因的条件が考えられたのでその改善のた
めに，運針による作業検査によって適性の判定を試み，
学生ひとりひとりの理解，措導に役立ててきた。
然し，技術の上達には，もっと先天的或は内因的とも
云うべき生理学上の問題があるかも知れないと考えて，
先年来巧ち性の追求を計画してきていた。手指の筋肉，
骨格の発達との関れんを予想しながら今回は，巧ち性の
測定を試み，縫う技術との相関等比較を試みた。
巧も性の測定
この測定の一方法として，本学，小林治夫先生の御教
示を得て，日本職業指導協会製作の狙準検査器のうち特
に手指の動きの界用さに関係の深いと思われる次の二つ
の方法を選び実施した。
1．図1のようなクローム製の素子をピソセットでは
さんで持ち，別の金属板に2cm間隔にあいた穴へ左手
を使わないでさし込んでいく。1分間の作業数をもって
巧も性の大小を表す。
図1
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以後このテストをT・1と記す。
2．図2のような金属製の先の尖った鉛筆状のものを
持って，別の金属板上の前進或は後進の連続した2cm
間隔の穴へさし込んでほ抜いて次へと継続する。1分間
の作業量をもって巧ち性の大小を表す。
以後このテストをT・2と記す。
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技術の計測
1，運針の長さと針目による。
1）絹布（モミ）の運針用布の巾を二つに折り，輪の
方から2cmの縫代を予想して，10cm間隔の標をつのべ
らでつけて待針を打っておく。運針をするべく，縫針の
長さだけを縫って構え，合図によって1分間の運針をす
る。糸こきをして，縫った長さを計り，また，表針目数
（0）を数える。栖天竺の運針用布にても同様の運針を行
い，長さ，針目数（P）とを記録する。
2）縫い始めより5cmの位置からの10cmと次の10cm
の2部分内の針目のおどりを数え，その平均値を出した。
透明セルロイド板の中央に0・1cm間隔の細い線を3本引
いたものを用意して，糸こきのできた運針用布を縫い目
方向に引張って平らに置き，その上にこのセルロイド板
の中央線を合わせて乗せ，中央の標線より針足の全く離
れたものを挙．芝．り．針として数え両部分の平均値をQとす
る。また，普通の縫い目の被せを0．15cm程かけるとい
う意味で，許容の範囲0・1cm以上中央線より下へ離れた
数の平均値も技術評価の資料として記録した。綿布の運
針についても同じく記銀する。
2．いせ込みの為に美しい曲線を小針に縫う技術によ
る。
1）0．4cmの枕の榛のいせ縫い
2年生について，運針用布の端に棲縫いの標をして，そ
のいせ込みの為にできるだけ細かく標の外側を縫うとい
う条件で縫い，その針目数（S）と角張りの有無を調べ
る。
2）1年生については袷の篠縫いはしてない。そこ
で，試みる忙2cmの牧の丸みのしまつの為に丸みの外
周りを縫う程よい小針の数が上記の嶺のいせ縫いのため
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の小針とほぼ数が近いので，1年生については，運
針用布の端で半径2cm円の1／4の弧の標をして，そ
の外側を細かく縫って針日数（S）と角張りの有無
を調べる。
3・紆けの技術による
袖口三つ祈紆けの仮想で，運針用布の片方の耳側
を使って1cmの三つ折紺の紆け山を折って待針を
打って用意する。合図によって1分間紆けてその針
目数と評価（t）を記鐘する。
4・技術の絵合評価による
樺成学第一実習の成済評価の素点を技術の綜合能
力と考え，2年生については，1年次の全教材の素
点平均（R）を，1年生については入学後完成した　致
ものとして，ウール女物ひとえ長者の評価の素点
（R）をとりだして検討する。
計測の結果と考察
42，43年度入学生について実施したのでその結果
を度数表にして示し考察を試みる。
テスト1ほ，ピンセットですべり易い素子をはさ
む算用さ（手指の巧ち性）が最も影響するが，「ど
こをどのようにしっかりはさむか」も穴へさし入れ
易いか香かを決定するし，入れても落ちてしまう原
田ともなる。考える力の有無が1分間の能率向上に　10
も差をつ仇習熟も顕著であると考えられる。被換　金
者は個室で行い，誰も予め用具｝作業毛も見ていな　5
い。位置についてから簡単な同句の説明を聞いて，
一個だけ理解し，試みの意味でやってみて直ちに行
った数である。図4の示すように，単なる手緒の巧
ち性だけではなく，技術学習の態度育成，期間の差
は明瞭に表われていると考えられる。
テスト2ほ単純で針をおとす見当
だけである。然し，手首肘，肩の
動きは量に影響はあるようである。
運動能力が主になるためか1，2年
生の差はあまり無く，この年令では
30秒間と1分間との能率差も殆どな
かった。
運針についてその長さと針日数を
柄綿について1，2年生を対象的に
図にすると図6となる。1年生は入
学当初運針技術の指導を理論的に改
図3
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めて受け，正確な運針法を身につけ
つつあるが未だ3ケ月余り，十分でない。量質共に1，
2年生の差は顕著であり，特に2年生は絹の小針の仕事
に習熟の債向が見られる。細かい部分縫いの研究の直後
でもある。
30
運針として好ましくない，おどり針，離れ針の数を図に
すると図7となる。2年生の離れ針は特に絹の場合少い
條向が見られ，手縫いの作品の為には特に好ましいこと
である。1年生の方が全般に運針が不安定であることも
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国が示している。習熟はこれからの現1年生について
は，1年経過した来年7月に同じ緯具を求め比餃する
と，現1，2年生の差と比べて技術習得の発達として考
えられると思う。現1年生の作品成練はこの数年間で最
上位であるのでこの習熟は期待される。
作品の成漬評価を因にすると図8となる。作品は絶対
評価であるが晶等法（各代3，5，8，10の100点法）で
点を与えているので無い域も生じている。2年生は1年
後半の作品成東が上昇している。
細かい，いせ込み縫いの針日数と出来栄えを図にした
のが図9である。いずれも2年生がよい。
三つ折ぐけの量と質を表にすると図10となる。2年生は
1年生より早く黄しくできると云える。
そこで相互の相関をみようとして，算出された相関係
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数を表1で示す。これをみるに先ず，テスト二法が相関
が余り認められないのは前記のように，この年令の人々
になると相当な思考が働き，技術学習者としてその債向
が明瞭になったのではたかろうかと思われる。2年生の
綿の運針が特に負の相関を示したのは，運針の横極的な
習熟よって，また平素の先天的な器用さだけで技術の
上下が出来るのでないという激励から特別の努力者かと
思われる数人のデーターがあった事にもよると思われ
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相　関　系　数　一　覧　表
Tlはテスト1，TZはテスト2，0は綿の運針，Pほ綿の運針，Qほおどり針数，
Rは構成学技術成熟　Sは曲線縫針日数，七は三つ折やけ評価
る。然し全般に運針との相関は低い。然しおどり針
のそれはやや高くなっているのはおもしろい。作品
成績との相関も余り高いとは云えないが，1年生の
それは高く出ているのは，平素他で考察できる点と
も一致するむきもあるので，現1年生については期
待も大きいし，責任も感ずるわけである。また運針
とテストとの相関は低かったが，運針と作品成麿と
の相関は以外と高く，特に2年生は高い。努力者が
その原因を生んでいるのかも知れない。また紆ける
という事はもっと練習させる必要があるように，こ
の表で思われる。以上の試みは，現学生84名ににつ
いてであり，決定的なことはさけなければならない
が，当初から疑問をもちながらも，高い相関がない
というこの状態をもう少し追求してみたいと思う。
技術の成果が単なる巧ち性にのみよるものでない
ことが明らかになったと云えよう。技術学習が，心
因的特性にはばまれることについて前研究について
報告したが，先天的な巧ち性匹どの程度支配される
かが今研究のねらいでもあった。この相関が高くな
いという事実が，新しい技術の緒尊者としての考え
方であり，ねがいであると云ってよいと考える。つ
まり，新しい技術学習が，器用さ，反復練習にのみ頼る
のでなく，論理的で，知的理解による原則の意識的適用
であることを銘記したいのである。
尚とのデークーで1，2年生を比較考察して，丸み小
針縫いの針日数と評価の散布状況が図11であり，三つ折
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やけの散布状況が，図12である。1年生は基本的指導後
であり，習熟期間が短いので結果が一同近い状態であ
る。2年生は9点に位置する者が多いが，ちらはりが多
くなっているのは，努力差と，理論的把纏の忘却による
ものかと思われる。
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運針の長さと針目の関係を・点で綿の長さと針目，×
点で綿の長さと針目を示し図にすると図13，図14となっ
た。0．5cmの針目の長さとの関係は450の斜線となる。
綿0．3cm，締0．4cmの針目の関係を斜線で表すと国中の
破線の如き斜線となる。よって，これに並行に近い斜線
の者は，運針の多少即ち速さは兎も角として，針目の大
きさは基準であり，よい運針条件となる。加えて。印，
×印から線上に0．1cmを1針として離れ針の量を示して
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みた。よって破線に並行で，右上部に位置して，・×印
から太線の部分のないものが上手な運針である。混線す
るので名蒋順に各クラス半数を記入した。これによると
2年生には上達が見られる。然し，1年生には甚だしく
並行しないものが少い。理論的基本のふまえが強いと云
えよう。2年生には直立に近い即ち，針目のあらい網，
針目のバラソスの好ましくないものさえでているのは，
態度，心理的にも改善を計らねばならないのかも知れな
いと思う。
結　語
僅かな人数のデータであり，熟慮はしたものの，参考
文献にめぐまれず，創意によることも多いので早計に結
論することを警戒しつつも，技術を身につける過程にお
いてのたいせつな要素や，技術の上達は先天的な能力そ
のものよりも学習のしかたが問題であるなど仁日頃，経
験的に考えていたことが多少でも立証できたことをよし
としたい。
教育が素質を底辺とし，環境と教育を二辺とする三角
形で表されるならば，技術教育を先天的巧ち性を底辺と
して，指導とドリルを二辺とする三角形で表し，底辺の
小さい高さの高い三角形が目標像であるとも云えると考
える。今後各位の御批判，御指導を得てこの分野につい
てとりくんでいきたい考えである。
終りに御便宜御指導をいただいた本学の小林先生，佐
治木先生に深謝し，御協力をいただいた被服専攻の学生
の方々に感謝をいたします。
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